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1．研究の目的
近年，携帯性を備えたスマートフォンやウェアラ
ブルデバイスを用いた行動履歴の取得により，人の
日常的な行動の記録が容易になりつつある。行動履
歴の収集方法として，自動的で客観的に収集可能な
方法として，GPSや加速度センサーを利用した位
置情報の取得や消費カロリー，歩数，心拍数などの
生体情報の収集がある。また，SNSへのコメント
や，画像，動画などインターネットを介して集積さ
れる情報や，利用者個人がデジタルデバイスに記録
した行動記録など多様なデジタル情報も活用可能で
ある。
さらに，最近では，スマートフォンのライフログ
アプリを活用するなどの方法で，ユーザーが自身の
行動パターンを明らかにすることを意図して，生活
行動の取得を試みることも多く行われるようになっ
てきた。取得されるこれらの多様な情報を可視化し
活用することで，自己のライフスタイルの改善を試
みるなど，様々な分野において新たな価値を創出す
ることが検討されている。
個人の行動に関わる情報について，上述のように
自動的に採取可能であり，取得が容易な情報がある
一方で，24時間内の全ての生活行動の取得を目的と
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Development of Recording Tools for Living Activities in order to Collect Classified
Behaviors in Real Time
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ABSTRACT
In order to record an individual’s24 hour living activities, a method using a questionnaire or a
life log application is common. However, in the case of detailed living activities, at the time of ana-
lyzing the record, much time and labor are necessary to classify the living activities and confirm the
consistency of the time. The purpose of this study is to develop tools that allow users to classify
their detailed living activities in real time and easily record them in time series.
Before using the recording tools, we extract classified behaviors from a user’s past living activi-
ties. We describe categorized behaviors with one or two keywords from the extracted behaviors, and
create a classified behaviors list optimized for users. The user selects a behavior to be recorded from
the list, thereby improving the recording efficiency.
Over the five years from2012 to2016, we used recording tools and collected classified behav-
iors. For each classified behavior, we analyzed four types of data :1）totaling time, 2）number of
behaviors, 3）number of subdivided behaviors, and 4）number of time points.
As a result of the analysis, 2）, 3）, 4）of the 4 types of data increased gradually by year,
and when comparing2012 and2016, they increased to127．1％,137．1％ and140．6％, respectively.
Regarding the yearly transition of classified behaviors, there was a medium positive correlation be-
tween 1）totaling time and 2）the number of behaviors, with r＝0．40. There was a moderate posi-
tive correlation between 1）totaling time and 3）number of subdivided behaviors, with r＝0．42.
These results show the possibility that the recording tools classifies the individual’s living activi-
ties in real time and supports recording in time series.
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した場合，履歴の採取が容易でない様々な行動があ
ることがわかる。全ての生活行動を分析の対象とし
て扱う場合には，（1）個々の生活行動を分類する
上で他者と比較可能な基準を設定し，（2）基準に
基づいて行動別に分類を行い，（3）各行動を時系
列で記録し，（4）各行動の積算により24時間全て
の行動の所要時間を把握すること，などが必要とな
る。
従来の手法では，日常の行動の様々な記録から一
個人の24時間の行動の内訳を調査する場合，日記や
調査票などの記録から一定の基準に合わせて行動を
分類する作業が必要となる。例えば，日記などに記
載された自由記述での記録から対象者個人の行動と
時間を取得する場合には，分析をする側に行動の分
類，時間の整合性の確認などの処理と，データの転
記に多くの労力と時間がかかる。また，様式化され
た記入票をあらかじめ用意しておき，被験者が詳細
を記入する場合には被験者側に同様の労力と作業時
間が発生する。
1日の生活時間の配分と活動状況についての公的
な調査としては，総務省統計局が行っている社会生
活基本調査がある。23年度の社会生活基本調査での
被験者の行動の分類では，（A）あらかじめ用意さ
れた20個の「行動の種類」カテゴリーから生活時間
を記入する方法と，（B）生活時間に対応した行動
を自由記述する方法があり，（B）では調査票の記
述について分類基準に照らして行動の分類を行って
いる。平成23年の調査では様々な個人属性ごとの生
活行動を収集しているが，行動の分類は最大で90種
類，時間の単位は15分となっており，一個人の行動
の記録と分析を目的とした場合，分類数と時間単位
について更に詳細な記録が可能ではないかと考えら
れる。
行動の詳細な記録から自身の日常の行動を正確に
把握し，その内容を可視化することは，自身の行動
パターンを客観的に理解することを可能にし，効率
的な時間配分に行動パターンを変更するなど，より
自覚的な行動を行うことにつながる。以上の目的か
ら，筆者は，行動の分類作業と行動の基点となる時
刻の入力を支援する行動記録ツールの開発を行っ
た。このツールは数日や数週間の短期間でなく数年
程度の長期間にわたり利用可能で，年別の比較がで
きる程度のデータ収集を目的としている。また，生
活行動の取得を意図するユーザー自身がリアルタイ
ムで記録を行うことに特徴がある。
今回の研究では，行動記録ツールの基本的な機能
と，2012年1月から2016年12月までの5年間に記録
したデータの分析結果，行動記録ツールの今後の課
題，の3点について報告を行う。
2．行動記録ツールの概要
2．1 開発・運用環境と行動記録ツールの目的・機能
今回の行動記録ツールの開発と運用について，開
発はMicrosoft ExcelとMicrosoft Visual Basic for
Applicationを利用して行い，Excelのワークシート
とユーザーフォームをインタフェースにモバイル
PC上で運用した。
このツールの主たる目的は，細分化された行動の
分類と附随する情報を時系列で記録することにあ
り，「A行動の分類」，「B行動の時間」，「C行動の
状況」，「D附随する情報」の4種の情報の記録につ
いて，ユーザーの操作を支援することがツールの機
能となる（表1）。
2．2 行動の分類にともなう課題
生活行動を分類するという作業について，（a）行
動の分類についての最適な個数，（b）行動の分類の
ための最適な基準の設定，（c）行動の分類の選択と
行動に附随する情報の記録に要する時間の低減，な
どが課題として挙げられる。
行動を分類する場合，効率の観点から，多種多様
な行動の内容を吟味し，ある程度の数の行動の分類
数に設定する必要がある。一方で，今回の行動記録
ツールを利用した日常の行動に関する情報収集の目
的は，極めて個人的な行動の詳細な収集を通して，
それらの情報の活用の可能性を探ることにある。こ
のことから，現状の段階ではツールで行う行動の分
類は特定の個数に限定せず，詳細な行動の分類を
ユーザーの判断で制限なく追加可能とした。
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記録に要する時間的な制約が許す限り多くの種類
の行動を大量に収集することで，行動の管理に寄与
するような行動の分類やパターンが見つかることを
意図している。また，長期的には行動の分類作業を
繰り返すことで，分類される行動の個数がある程度
に収斂されることが予想される。
2．3 2種類のキーワードを用いた行動の分類
パーソナルな行動を効率良く大量に記録するため
には，ユーザーの考えや行動様式に合わせた効率的
な行動の分類が必要であり，行動を記述する際に
ユーザーが使用しやすいように字義的な表現を工夫
することが求められる。
今回の記録ツールでは，行動の分類のために予め
頻度の高い行動のキーワードのリストを用意し，必
要な場合に自由記述でキーワードを追加できること
とした。キーワードのグループは2種類とし，「主
キーワード」のグループと「副キーワード」のグルー
プの組み合わせで1つの行動の分類を表現する。
方法として，被験者が過去に利用していた生活行
動の記録から行動の分類を抽出し，これらを「主キー
ワード」とし，行動の分類のためのキーワードの1
つ目として利用する。事前に収集していた生活行動
の記録を検討した結果，今回のツールでは「主キー
ワード」として23個のキーワードを設定した。
2つ目の「副キーワード」も同様の手法で抽出し
たキーワードを利用し，主キーワードと副キーワー
ドの組み合わせで1つの行動の分類を表現する。「副
キーワード」については，あらかじめ用意されたキー
ワードだけでなく，自由記述によるキーワードの追
目 的 対象となる情報 ユ ー ザ ー の 作 業 ツ ー ル の 機 能
細分化
された行
動の分類
と附随す
る情報を
時系列で
記録
A
行動の分
類
A1 メニューから選択
主キーワードと副
キーワードから構成
される行動の分類メ
ニューから該当する
行動の分類を選択
A1－1 入力の支援と表示
主キーワードと副
キーワードから構成
されるメニューを提
示。選択した分類を
追加し，表示
A2 検索
ワークシート上にあ
るレコードから該当
する行動の分類を検
索
A2－1 検索と結果の表示
検索フォームの表示
と検索結果の表示
A3 入力
行動の分類メニュー
から主キーワードを
選択し，副キーワー
ドを入力
A3－1 入力の支援と表示
入力された行動の分
類を追加し，表示
B
行動の時
間
B1 メニューから選択
行動の開始時間と停
止時間，終了時間の
選択
B1－1 入力の支援と表示
開始時間と停止時
間，終了時間など基
点となる時刻からな
るメニューで提示。
時刻の保存と再利用
B1－1－1 時間の積算と表示
1日の起点となる集
計開始時間から積算
される時間を表示
B1－1－2 時間の集計と表示
行動の分類別の時間
を集計し表示
B1－1－3 個数の集計と表示
行動の分類別の個数
を集計し表示
B2 入力
行動の開始時間と停
止時間，終了時間の
入力
B2－1 入力の支援と表示
入力された時刻の保
存と再利用
B2－1－1 時間の積算と表示
1日の起点となる集
計開始時間から積算
される時間を表示
B2－1－2 時間の集計と表示
行動の分類別の時間
を集計し表示
B2－1－3 個数の集計と表示
行動の分類別の個数
を集計し表示
C
行動の状
況 C1
メニュー
から選択
行動の状況（開始，
進行中，待機，終了，
記録不要）の記号を
メニューから選択
C1－1 入力の支援と表示
行動の状況について
メニューで提示。追
加し，表示
C1－1－1 カラーと表示
行動の状況に合わせ
て処理中のレコード
のカラーを変更して
表示
C1－1－2 ソートと表示
行動の状況に合わせ
て処理中の複数のレ
コードをソーティン
グして表示
D
行動に附
随する情
報
D1 入力 行動に附随する情報を自由記述で記入 D1－1
入力の支
援と表示
記述した内容を時刻
と時刻の情報ととも
に追加し，表示
表1 生活行動の記録ツールの操作と機能の概要
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加も行うこととした。
つまり，主キーワードは，予め用意されたリスト
から行動の分類を選択することで選択の範囲をある
程度制約し，副キーワードは予め用意した行動の分
類のリストに加え，自由記述でのキーワードの追加
を行うことで，行動の分類についての自由度を保つ
こととした。
2．4 1日の行動記録の手順
行動の記録は1日を単位としており，行動の分類
の個数に対応した複数のレコードの管理を行う。Ex-
celのワークシートの1行を1レコードとし，1つ
の行動の分類を1日以内の期限で管理する。起床の
時点から1日中に発生する様々な行動について，
（a）開始，（b）進行中，（c）待機，（d）終了の区
切り，（e）記録不要の5つの行動の状況で記録を行
い，就寝の時点で全ての行動の記録の終了を確認
し，1日の記録を終える。
2．5 日常的に行われる行動の抽出と行動記録への
活用
今回のツールでは行動の分類を支援するため，先
に述べたように日常的に行う行動のリストをあらか
じめ作成しておき，1日の最初にツールを利用開始
した時点で，リストに基づく行動記録の複数のレ
コードをワークシートに行として追加し行動の記録
の支援を行う。リストにない行動を記録する場合に
は，主キーワードをユーザーフォームのメニューを
用いて23個のキーワードから選択し，さらに必要で
あれば副キーワードを自由記述する。
日常的に行う行動のリストの作成方法について補
足すると，今回の被験者の場合，被験者が過去に利
用していた生活行動の記録から行動の分類を行い，
（1）個数と（2）重要度が高い行動を基準に選択
を行い，行動のリストを作成した。この行動のリス
トは行動記録ツールの使用開始後は，（1）蓄積さ
れた行動の分類の履歴から個数を集計し，（2）被
験者自身が行動の重要度を検討し，随時見直しを行
っている。今回の集計の最終日の時点でリストの個
数は62個であった。
2．6 対象となる情報の記録とその手順
行動の分類は主キーワード，副キーワードの2つ
のキーワードで表すルールとしたので，「A行動の
分類」の記録は，「A1メニューから選択」，「A2検
索」，「A3入力」のいずれかの方法で行う。
ユーザーフォームで「A行動の分類」を行う際に，
ユーザーフォームを開いた時点で操作に関連する可
能性が高い行動を記録しているレコードに移動し，
「A1メニューからの選択」のモードでユーザーフ
ォームを表示し行動の選択を行う。レコードへの自
動的な移動は，（1）進行中，待機中といった行動
の状態と，（2）過去の履歴から予想される行動の
行われる時間帯，の2つの要素を基に行われる。
移動した先のレコードが該当するレコードでなか
った場合には，ユーザーが直接ワークシートの行を
確認して行を移動するか，もしくは，ワークシート
に該当する行動がある場合は「A2検索」で検索を
行い該当するレコードに移動する。入力したい行動
が1日のツールの利用開始の時点であらかじめワー
クシートに追加される日常的な行動でなかった場合
には「A3追加」で主キーワードの選択と副キーワー
ドの入力を行い，新たなレコードを追加する。
「A行動の分類」での操作によりワークシート上
のレコードへの移動，追加が行われるが，その際必
要に応じてツールが判断し，「B行動の時間」，「C
行動の状況」，「D行動に附随する情報」の入力支援
が行われ，これらの一連の操作を通して，細分化さ
れた行動の分類と附随した情報が時系列で記録され
る。
3．データの取得と行動の分類
3．1 分析の対象とした期間
今回の行動の分析は，行動記録ツールを使用した
年齢40歳台後半（記録開始時点）の男性を被験者と
し，2012年1月1日から2016年12月31日までの5年
間の行動の記録を対象に行った。
3．2 被験者が設定した行動の分類
行動記録ツールでは，被験者が設定した主キー
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ワードと副キーワードで表現される行動を記録し，
それらの行動の個数の合計と所要時間の合計を日単
位，年単位で集計し，行動別に表示する。主キーワー
ドと副キーワードで記述される被験者の行動の分類
について，記録数の大小を基準に主たる分類を設定
するとその個数は138分類となり，極めて少数の記
録を含む微細な分類を行う場合には2，342分類とな
った。
3．3 被験者が設定した行動別分類と社会生活基本
調査の詳細行動分類との対応
これらの被験者が設定した行動の分類と一般的な
行動の分類を対応させるため，「平成23年社会生活
基本調査 詳細行動分類」の「用語の解説（調査票
B関連）」の「別表2 詳細行動分類一覧」の分類
方法に従い，「大分類（6）」，「中分類（22）」，「小
分類（85）」に合わせ対応を取った（表2）。行動の
内容から対応関係を検討した結果，詳細行動分類一
覧の大分類の6分類に対して被験者の5分類，中分
類については22分類に対して15分類，小分類につい
ては85分類に対して23分類がそれぞれ対応した。
4．基本情報の年別推移
4．1 ①集計時間と②レコードの個数
集計時間について，今回の集計方法では年を跨が
る行動の時間を前年分として集計しているため，年
別の集計時間に誤差が生じる。集計時間の誤差は
2013年の27分が最小で，2014年の－409分が最大と
なり，平均では年あたりの誤差は－46分となった（図
1）。
主キーワードと副キーワード，タイムスタンプ，
追加説明からなるレコードの個数は，2012年の
23，664個から，2013年の25，070個，2014年の26，694
大分類（6） 中 分 類（22） 小 分 類（85）
主キーワードと副キーワードで
記述される被験者の行動分類
主たる分類
の個数
微細な分類を含
む場合の個数
1 有償労働 11 主な仕事関連 111 主な仕事 85 682
13 通勤 131 通勤 2 2
2 無償労働
21 家事
211 食事の管理 3 150
214 住まいの手入れ・整理 1 1
23 買い物・サービスの利用 231 買い物 5 374
24 家事関連に伴う移動 241 家事関連に伴う移動 1 1
4 個人的ケア
41 睡眠関連 411 睡眠 1 1
42 身体的ケア
422 入浴 1 1
423 身の回りの用事 3 3
5 自由時間
52 交際
523 家族とのコミュニケーション 1 1
525 電子メール等による交際・付き合い 1 1
53 教養・趣味・娯楽 532 創作 1 1
54 スポーツ 545 他に分類されないスポーツ 1 1
55 マスメディア利用
551 読書 1 1
552 新聞・雑誌 1 1
553 テレビ 1 1
554 メディア・DVD 2 959
その他 2 2
56 休憩・くつろぎ 561 休憩・くつろぎ 1 1
その他
A 未分類の行動 A 未分類の行動 12 12
B 個人的ケア B 個人的ケア 2 2
C ルーティン管理
管理ツールのメンテナンス 2 2
チェックリスト記入 8 142
5 15 23 138 2342
表2 生活基本調査の詳細行動分類と被験者の行動分類の対応
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図1 2012年～2016年 基本情報の年別推移（①集計時間，年間時間と集計時間との誤差）
図2 2012年～2016年 基本情報の年別推移（②レコードの個数，③細分化された行動の個数）
図3 2012年～2016年 基本情報の年別推移（④タイムスタンプの個数）
武市泰彦
― ７０ ―






 



 












0.21 0.29 0.10 
-0.27 
-0.49 
-1.00
-0.50
0.00
0.50
1.00
1.50
2.00
2.50
3.00




થ೥ௌ௮ ૮೥ௌ௮ ଻য৓ॣ॔ ঽ૓ৎ৑ जभ౎
     ফधফभ୷






























       
਴಑





થ೥ௌ௮ ૮೥ௌ௮ ଻য৓ॣ॔ ঽ૓ৎ৑ जभ౎
個，2015年の31，454個と年々増加したが，2016年は
30，066個と減少した（図2）。レコードの個数を前
年比で見た場合，2013年の5．9％，2014年の6．5％
と，2015年の17．8％と数値が増加し，2016年は－
4．4％と減少した。
4．2 ③細分化された行動の個数
それぞれのレコードに記録された行動に含まれる
②細分化された行動の個数は2012年が35，560
個，2013年が41，573個，2014年が45，943個，2015年
が50，118個と増加し，2016年は48，749個と減少し
た。前年比で見た場合，2013年が16．9％と高い数値
を示し，2014年が10．5％，2015年が9．1％，2016年
は－2．7％となった。③細分化された行動の個数を，
②レコードの個数を比較した場合，1．50～1．72倍の
個数となった。
4．3 ④タイムスタンプの個数
レコードの内の行動の開始，終了，停止などの時
間を示すタイムスタンプの個数は，2012年の74，709
個，2013年の87，539個，2014年の96，575個，2015年
の108，100個と増加し，2016年は105，066年と減少し
た（図3）。前年比で見た場合，2013年が③レコー
ド内の細分化された行動の個数の増減率と同様に
17．2％と高い数値を示し，2014年が10．3％，2015年
が11．9％，2016年が－2．8％となった。④タイムス
タンプの個数を他の個数と比較した場合，②細分化
された行動の個数に対して，2．10～2．16倍，②レコー
ドの個数に対して3．16～3．62倍の数値で増加した。
睡眠時間を除く覚醒時間に記録された④タイムス
タンプの個数について，分間隔で計算した場合，2012
年の4．78分から，2013年の4．20分，2014年の3．76
分，2015年の3．36分，2016年の3．40分と推移したこ
とがわかる。
4．4 年別の記録数の増加
以上の数値の推移から，②レコードの個数，③レ
コード内の細分化された行動の個数，④タイムスタ
ンプの個数はいずれも年別に漸次増加していた
が，2016年にはわずかに減少していることがわかっ
た。数値の推移から，記録ツールの仕様自体には変
更を行っていないことから，ツールの利用者の利用
経験年数とともに記録の細分化は進んだが，5年の
利用を経て細分化の上限に到達したと推察される。
5．大分類別・中分類別行動の①集計時間の年別推
移と増減率
5．1 大分類別行動の①集計時間とその増減率
大分類別行動の集計時間について1日換算した平
均を比較した場合，睡眠時間を含む「4個人的ケア」
が509．7分と多く，「1有償労働」が411．5分，「その
他」が204．8分，「5自由時間」が224．2分，「2無償
労働」が89．6分となった（図4）。
集計時間について2012年から2016年の集計時間の
平均値に対する増減率で見た場合，「2無償労働」
が＋0．29と「1有償労働」が＋0．21と増加し，「4
個人的ケア」が＋0．10が微増，「5自由時間」が－
図4 2012年～2016年 大分類別行動の推移
①集計時間 1日換算
図5 2012年～2016年 大分類別行動の推移
①集計時間 平均値に対する増減率
リアルタイムでの分類別行動の収集を目的とする生活行動記録ツールの開発
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0．27と減少し，「その他」が－0．49と目立った減少
を示した（図5）。
5．2 中分類別行動の①集計時間
中分類別行動の集計時間について1日換算した平
均を比較した場合，2時間以上の集計時間がある行
動として，「41睡眠時間」の450．1分が最も多く，「11
主な仕事関連」の380．8分，「55マスメディア利用」
の172．0分，「A未分類の行動」の156．2分の4つの
行動があった（図6，図7，図8）。これらの行動
の合計時間は1，159．1分となり，1日全体の時間で
ある1，440分の内の80．4％を占めている。
集計時間が1時間以内20分以上の行動としては，
「42身体的ケア」の59．9分，「23買い物・サービス
の利用」の47．9分，「Cルーティン管理」の43．8分，
「21家事」の39．3分，「13通勤」の31．0分，「B個人
的ケア」が24．3分の6つの行動があった．これらの
行動の合計時間は246．2分で1日全体の時間の
17．1％を占めている。
集計時間が20分以下の行動としては，「54スポー
ツ」の14．8分，「56休憩・くつろぎ」の8．8分，「52
交際」の7．6分，「24家事関連に伴う移動」の2．4分，
「53教養・趣味・娯楽」の1．8分の5つの行動があ
った。
今回の被験者の行動を分類した場合，大分類別で
は5つの分類があり，さらに中分類別行動で分類す
ると15の分類があったが，その内，集計時間では450
分以内380分以内の行動が2つ，180分以内150分以
内の行動が2つ，60分から20分以内の行動が6つ，20
分以下の行動が5つとなった。
5．3 中分類別行動の①集計時間の増減率
中分類別の各行動の年別推移について，各行動の
平均値に対する増減率について2012年と2016年の差
を求め，比較した（図9，図10，図11）。＋0．20以
上増加した行動としては，「42身体的ケア」が＋0．92
図6 2012年～2016年 中分類別行動の推移
①集計時間 1日換算 その1
図7 2012年～2016年 中分類別行動の推移
①集計時間 1日換算 その2
図8 2012年～2016年 中分類別行動の推移
①集計時間 1日換算 その3
図9 2012年～2016年 中分類別行動の推移
①集計時間 平均値に対する増減率 その1
武市泰彦
― ７２ ―





 


















0.00 
0.92 
0.24 
-0.28 
0.07 
-1
-0.5
0
0.5
1
1.5
2
2.5
3




ᄨ༒ঢ়৴ ମ৬৓ॣ॔ ઐ੠ ઇു؞ະ௡
؞ᆯ௫
५এشॶ
     ফधফभ୷





 
















-0.32 -0.36 
-0.68 
0.23 
-0.21 
-1
-0.5
0
0.5
1
1.5
2
2.5
3




ঐ५ওॹॕ॔ਹ৷ ೬ህ؞ऎणौऍ $౞ীథभষ৿ %଻য৓ॣ॔ &ঝشॸॕথଵ৶
     ফधফभ୷
72.8
14.919.8
7.0
-0.5 -0.5
55.3
1.9
-0.5
1.2
-54.5
-3.1
-105.2
5.6
-9.2
-120.0
-100.0
-80.0
-60.0
-40.0
-20.0
0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0
਌ऩலহঢ়৴
ৢඐ
ੇহ
େः੟؞१شঅ५भਹ৷
ੇহঢ়৴पൣअ୎৿
ᄨ༒ঢ়৴
ମ৬৓ॣ॔
ઐ੠
ઇു؞ະ௡؞ᆯ௫
५এشॶ
ঐ५ওॹॕ॔ਹ৷
೬ህ؞ऎणौऍ
$౞ীథभষ৿
%଻য৓ॣ॔
&ঝشॸॕথଵ৶






























       
਴಑





થ೥ௌ௮ ૮೥ௌ௮ ଻য৓ॣ॔ ঽ૓ৎ৑ जभ౎
で最も大きく，続いて，「21家事」の＋0．50，「13通
勤」の＋0．48，「52交際」の＋0．24，「B個人的ケア」
の＋0．23の5つの行動があった．逆に，－0．20以上
減少した行動しては，「A未分類の行動」の－0．68，
「56休憩・くつろぎ」の－0．36，「55マスメディア利
用」の－0．32，「53教養・趣味・娯楽」の－0．28，「C
ルーティン管理」の－0．21，「124家事関連に伴う移
動」の－0．20，の6つの行動があった。
5．4 中分類別行動の①集計時間の年別推移
中分類別行動の集計時間の年別推移につい
て，2012年と2016年を比較した場合，顕著に増加し
た行動としては，「11主な仕事関連」が72．8分，「42
身体的ケア」の55．3分の2つの行動があり，減少し
た行動としては，「A未分類の行動」が－105．2分と
大きく減少し，「55マスメディア利用」が－54．5分
と減少した（図12）。
5．5 年別の中分類別行動の①集計時間の増減
以上の結果から，大・中分類別行動の集計時間と
その増減率，年別推移の数値から，個々の行動に要
する所要時間とその特徴が示された。特に，年別の
行動時間の増減については，「11主な仕事関連」，「42
身体的ケア」の行動時間が増加し，「A未分類の行
動」，「55マスメディア利用」の行動時間が減少して
おり，これらの行動の増減が行動全体の集計時間の
総体に大きく影響していることを示している。
6．大分類別・中分類別行動の②レコード数の年別
推移と増減率
6．1 大分類別行動の②レコード数とその増減率
2012年から2016年の大分類別行動のレコード数の
平均を比較した場合，「5自由時間」のレコード数
の9，717．2個と最も多く，「1有償労働」の7，119．2
個，「その他」の6，576．8個，「2無償労働」の2，380．8
図10 2012年～2016年 中分類別行動の推移
①集計時間 平均値に対する増減率 その2
図11 2012年～2016年 中分類別行動の推移
①集計時間 平均値に対する増減率 その3
図12 2012年と2016年 中分類別行動の推移
①集計時間の差 1日換算
図13 2012年～2016年 大分類別行動の推移
②レコードの個数
リアルタイムでの分類別行動の収集を目的とする生活行動記録ツールの開発
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個，「4個人的ケア」の1，595．6個となった（図13）。
レコード数について2012年から2016年の集計時間
の平均値に対する増減率で見た場合，「2無償労働」
の＋0．55と最も増加し，「1有償労働」の＋0．47，「4
個人的ケア」の＋0．35，「その他」の＋0．17，「5自由
時間」の＋0．08の微増と，全ての行動でレコード数
の増加が見られた（図14）。
6．2 中分類別行動の②レコード数
中分類別行動のレコード数の平均を比較した場
合，6，000個以上のレコード数がある行動として，「55
マスメディア利用」の8，807．2個と，「11主な仕事関
連」の6，534．8個，の2つの行動があった（図15，
図16，図17）。これらの行動の合計レコード数は
15，342．0個となり，レコード数全体の平均である
27，389．6個の内の56．0％を占めている。
レコード数が3，000個以内1，000個以上の行動とし
ては，「B個人的ケア」の2，569．4個，「Cルーティ
ン管理」の2，634．0個，「A未分類の行動」の1，373．4
個，「42身体的ケア」の1，230．2個，「23買い物・サー
ビスの利用」の1，196．8個，「21家事」の1，147．0個
の6つの行動があった。これらの行動のレコード数
の合計は9，286．0個で1日全体の時間の34．0％を占
めている。
レコード数が600個以下の行動としては，「13通
勤」の584．4個，「41睡眠関連」の365．4個，「56休憩・
くつろぎ」の363．8個，「53教養・趣味・娯楽」の362．2
個，「54スポーツ」の140．0個「52交際」の44．0個，
「24家事関連に伴う移動」の37．0個の7つの行動が
あった。
レコード数の平均の個数については，9，000個以
内6，000個以上の行動が2つ，3，000個以内1，000個
以上の行動が7つ，600個以上の行動が7つとな
り，9，000個以内1，000個以上の合計9つの行動のレ
コード数が全体のレコード数の97．4％を占めてい
る。
図14 2012年～2016年 大分類別行動の推移
②レコードの個数 平均値に対する増減率
図15 2012年～2016年 中分類別行動の推移
②レコードの個数 その1
図16 2012年～2016年 中分類別行動の推移
②レコードの個数 その2
図17 2012年～2016年 中分類別行動の推移
②レコードの個数 その3
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6．3 中分類別行動の②レコード数の増減率
中分類別の各行動の年別推移について，各行動の
レコード数の平均値に対する増減率について2012年
と2016年の差を求め，比較した（図18，図19，図
20）。＋0．55以上増加した行動としては，「21家事」
の＋0．86が最も多く，「42身体的ケア」の＋0．60，「13
通勤」の＋0．59の3つの行動があった。＋0．40以下
で＋0．10以上増加した行動としては，「A未分類の
行動」の＋0．37，「11主な仕事関連」の＋0．32，「23買
い物・サービスの利用」の＋0．28，「24家事関連に伴
う移動」の＋0．26，「Cルーティン管理」の＋0．24の
5つの行動があった。減少した行動は，「52交際」
の－0．11，「54スポーツ」の－0．07，「B個人的ケア」
の－0．01の3つの行動だけとなった。
6．4 中分類別行動の②レコード数の年別推移
中分類別行動のレコード数の年別推移につい
て，2012年と2016年を比較した場合，「11主な仕事
関連」が2，114個と著しく増加した。レコード数の
増加が大きかった行動として，「21家事」の981個，
「55マスメディア利用」の782個，「42身体的ケア」
の744個，「Cルーティン管理」の622個，「A未分類
の行動」の515個，「23買い物・サービスの利用」の
337個，「13通勤」の345個と7つの行動があった（図
21）。
6．5 年別の②レコード数の増減
中分類別行動のレコードの平均については，「5
自由時間」の「55マスメディア利用」の8，807．2個，
「1有償労働」の「11主な仕事関連」の6，534．8個
の2つの行動のレコード数が全体のレコードの半数
以上を占めている。また，2012年と2016年を比較し
た増減率では，「21家事」，「42身体的ケア」，「13通
勤」の3つの行動の数値が高かったが，年別の推移
では「11主な仕事関連」の2，114個の増加が顕著で
あった。
図21 2012年と2016年 中分類別行動の推移
②レコード数の差
図18 2012年～2016年 中分類別行動の推移
②レコードの個数 平均値に対する増減率 その1
図19 2012年～2016年 中分類別行動の推移
②レコードの個数 平均値に対する増減率 その2
図20 2012年～2016年 中分類別行動の推移
②レコードの個数 平均値に対する増減率 その3
リアルタイムでの分類別行動の収集を目的とする生活行動記録ツールの開発
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2012年～2015年の期間，大・中分類別行動のレ
コード数は概して年毎に増加を示したが，2015年と
2016年を比較した場合，「11主な仕事関連」につい
ては1，582個，－17．6％の減少となり，レコード数
全体の合計数の減少に影響を与えた。
7．大分類別・中分類別行動の③細分化された行動
の個数の年別推移と増減率
7．1 大分類別行動の③細分化された行動の個数
レコード内で細分化された記録された行動につい
て，2012年から2016年の個数の平均を比較した場
合，「5自由時間」の個数の13，328．2個が最も多く，
「1有償労働」の12，853．6個，「その他」の10，769．0
個，「2無償労働」の3，806．6個，「4個人的ケア」
の3，631．2個となった（図22）。これらのレコード内
の細分化された行動の個数の降順は，レコードの個
数の降順と同じ順となった。
細分化された行動の個数について2012年から2016
年の集計時間の平均値に対する増減率で見た場合，
「4個人的ケア」が＋0．68と最も増加し，「2無償
労働」の＋0．61，「1有償労働」の＋0．36，「その他」
の＋0．23，「5自由時間」の＋0．10の増加となり，全
ての行動でレコード数の増加が見られた（図23）。
7．2 中分類別行動の③細分化された行動の個数
中分類別行動の細分化された行動の個数の平均を
比較した場合，10，000個以上の個数がある行動とし
て，「11主な仕事関連」の12，136．4個，「55マスメデ
ィア利用」の11，615．0個の2つの行動があった（図
24，図25，図26）。これらの行動の合計個数は
23，751．4個となり，細分化された行動の個数全体の
平均である44，388．6個の内の53．5％を占めている。
細分化された行動の個数が5，000個以内1，000個以
図22 2012年～2016年 大分類別行動の推移
③レコード内の細分化された行動の個数
図23 2012年～2016年 大分類別行動の推移
③レコード内の細分化された行動の個数
平均値に対する増減率
図24 2012年～2016年 中分類別行動の推移
③レコード内の細分化された行動の個数 その1
図25 2012年～2016年 中分類別行動の推移
③レコード内の細分化された行動の個数 その2
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上の行動としては，「B個人的ケア」の4，396．2個，
「Cルーティン管理」の3，893．0個，「42身体的ケア」
の3，166．4個，「A未分類の行動」の2，506．8個，「21
家事」の1，979．4個，「23買い物・サービスの利用」
の1，783．4個，「56休憩・くつろぎ」の1，065．4個の
7つの行動があった。これらの行動のレコード数の
合計は18，790．6個で1日全体の時間の42．3％を占め
ている。
細分化された行動の個数が700個以下の行動とし
ては，「13通勤」の717．2個，「41睡眠関連」の464．8
個，「53教養・趣味・娯楽」の381．6個，「54スポー
ツ」の195．0個，「52交際」の71．2個，「24家事関連
に伴う移動」の43．8個の6つの行動があった。
細分化された行動の個数の平均の個数については
12，000個以内10，000個以上の行動が2つ，5，000個
以内1，000個以上の行動が7つ，700個以上の行動が
6つとなり，12，000個以内1，000個以上の合計9つ
の行動のレコード数が全体のレコード数の95．8％を
占めている。
7．3 中分類別行動の③細分化された行動の個数の
増減率
中分類別の細分化された行動の個数の年別推移に
ついて，各行動のレコード数の平均値に対する増減
率について2012年と2016年の差を求め，比較した（図
27，図28，図29）。＋0．50以上増加した行動として
は，「21家事」の＋0．79，「42身体的ケア」の＋0．74，
「A未分類の行動」の＋0．69，「13通勤」の＋0．55の
4つの行動があった。＋0．50以下で＋0．20以上増加
した行動としては，「52交際」の＋0．45，「23買い物・
サービスの利用」の＋0．43，「11主な仕事関連」の＋
0．35，「41睡眠関連」の＋0．23の4つ行動があった。
その他の7つの行動は，＋0．10以下から－0．01の値
となった。
図26 2012年～2016年 中分類別行動の推移
③レコード内の細分化された行動の個数 その3
図27 2012年～2016年 中分類別行動の推移
③レコード内の細分化された行動の個数
平均値に対する増減率 その1
図28 2012年～2016年 中分類別行動の推移
③レコード内の細分化された行動の個数
平均値に対する増減率 その2
図29 2012年～2016年 中分類別行動の推移
③レコード内の細分化された行動の個数
平均値に対する増減率 その3
リアルタイムでの分類別行動の収集を目的とする生活行動記録ツールの開発
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7．4 中分類別行動の③細分化された行動の年別推
移
中分類別行動のレコード数の年別推移につい
て，2012年と2016年を比較した場合，「11主な仕事
関連」が4250個と著しく増加した。「11主な仕事関
連」に加え，レコード数の増加が大きかった行動と
して，「42身体的ケア」が2347個，「A未分類の行動」
が1711個，「21家事」が1561個，「55マスメディア利
用」が1170個，「B個人的ケア」が1207個，「23買い
物・サービスの利用」が762個と7つの行動があっ
た（図30）。
7．5 年別の③細分化された行動の個数の増減
中分類別行動の③細分化された行動の個数の平均
については，「1有償労働」の「11主な仕事関連」
の12，136．4個，「5自由時間」の「55マスメディア
利用」の11，615．0個の2つの行動の個数が多く，先
の②レコード数と同様にそれぞれの全体の個数の半
数以上を占めている。一方で，「11主な仕事関連」
の②レコード数が6，534．8個で③細分化された行動
の個数はその1．9倍程度，「55マスメディア利用」の
②レコード数が8，807．2個で③細分化された行動の
個数はその1．3倍程度となり，2つの行動の②レコー
ド数と③細分化された行動の個数の比率には大きな
差が見られた。
③細分化された行動の個数の増減率については，
「21家事」の＋0．79，「42身体的ケア」の＋0．74，「A
未分類の行動」の＋0．69，「13通勤」の＋0．55の4つ
の行動の数値が高かったが，②レコード数の増減率
は，「21家事」の＋0．86，「42身体的ケア」の＋0．60，
「A未分類の行動」の＋0．37，「13通勤」の＋0．59で
あり，4つの行動のうち「A未分類の行動」のみ，
②レコード数の増加率に対して③細分化された行動
の個数の増加率が高かった。
2012年～2015年の期間，大・中分類別行動の細分
化された行動の個数は概して年毎に増加を示した
が，2015年と2016年を比較した場合，「11主な仕事
関連」については992個，－6．7％，「55マスメディ
ア利用」については，709個，－5．9％の減少となり，
細分化された行動の個数の合計数の減少に影響を与
えた。
8．①集計時間，②レコード数，③細分化された行
動の相関
8．1 各要素の相関
ここまで，①集計時間，②レコード数，③レコー
ド内の細分化された行動の個数，の3つの要素につ
いて，（A）それぞれの数値，（B）それぞれの平均
図30 2012年と2016年 中分類別行動の推移
③細分化された行動の個数の差
図31 2012年～2016年 大分類別行動 各数値の降順
武市泰彦
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値に対する2012年と2016年の増減率，（C）2012年
と2016年の差，の3つの観点から検討を行ってきた
（図31，図32）。
これらの数値の相関を見ると，3つの要素と3つ
の組み合わせに次のような特徴が見られた（図33）。
8．2 別要素で同観点による相関
r＝0．98の強い相関を示した「② A レコード数」
と「③ A 細分化された行動の個数」について，同
様に観点（A）の別要素の組み合わせである「① A
集計時間」と「② A レコード数」が r＝0．40の中
程度の正の相関，また「① A 集計時間」と「③ A
細分化された行動の個数」が r＝0．42の中程度の正
の相関を示した。
強い相関を示す数値に着目して，上記と同様の
ルールで相関を見ると，r＝0．93の強い相関を示し
た「② C レコード数の2012年と2016年の差」と「③
C 細分化された行動の2012年と2016年の差」につ
いて，同様に観点（C）の別要素の組み合わせであ
る「① C 集計時間の2012年と2016年の差」と「②
C レコード数の2012年と2016年の差」が r＝0．35
の弱い正の相関，また「① C 集計時間の2012年と
2016年の差」と「③ C 細分化された行動の2012年
と2016年の差」が r＝0．34の弱い正の相関を示し
た。
また，r＝0．80の強い相関を示した「② B レコー
ド数の平均値に対する増減率について2012年と2016
年の差」と「③ B 細分化された行動の個数の平均
値に対する増減率について2012年と2016年の差」に
ついては，同様に観点（B）の別要素の組み合わせ
である「① B 集計時間の平均値に対する増減率に
ついて2012年と2016年の差」と「② B レコード数
の平均値に対する増減率について2012年と2016年の
差」が r＝0．51の中程度の正の相関，また「① B
図32 2012年～2016年 中分類別行動 各数値の降順
図33 中分類別行動
3つの要素と3つの観点の相関
リアルタイムでの分類別行動の収集を目的とする生活行動記録ツールの開発
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集計時間の平均値に対する増減率について2012年と
2016年の差」と「③ B 細分化された行動の個数の
平均値に対する増減率について2012年と2016年の
差」が r＝0．52の中程度の正の相関を示した。
8．3 同要素で別観点の相関
r＝0．71の強い相関を示した「③ A 細分化され
た行動の個数」と「③ C 細分化された行動の2012
年と2016年の差」については，同様に同要素の中で
の観点（A）（C）の組み合わせである「② A レコー
ド数」と「② C レコード数の2012年と2016年の差」
が r＝0．67 の中程度の正の相関を示したが，「①
A 集計時間」と「① C 集計時間の2012年と2016
年の差」には相関が見られなかった。
同要素の中での観点（B）（C）の組み合わせにつ
いては，「① B 集計時間の平均値に対する増減率
について2012年と2016年の差」と「① C 集計時間
の2012年と2016年の差」は r＝0．76の強い相関を示
し，「② B レコード数の平均値に対する増減率に
ついて2012年と2016年の差」と「② C レコード数
の2012年と2016年の差」は r＝0．55の中程度の正の
相関を示し，「③ B 細分化された行動の個数の平
均値に対する増減率について2012年と2016年の差」
と「③ C 細分化された行動の2012年と2016年の
差」は r＝0．49の中程度の正の相関を示した。
また，同要素の中での観点（A）（B）の組み合わ
せについては，「① A 集計時間」と「① B 集計
時間の平均値に対する増減率について2012年と2016
年の差」，「② A レコード数」と「② B レコード
数の平均値に対する増減率について2012年と2016年
の差」，「③ A 細分化された行動の個数」と「③ B
細分化された行動の個数の平均値に対する増減率に
ついて2012年と2016年の差」はどれも相関を示さな
かった。
8．4 その他の組み合わせの相関
上記の組み合わせに当てはまらない組み合わせと
して，「② C レコード数の2012年と2016年の差」
と「③ A 細分化された行動の個数」が r＝0．78と
強い相関を示し，「② B レコード数の平均値に対
する増減率について2012年と2016年の差」と「③ C
細分化された行動の2012年と2016年の差」が r＝
0．53の中程度の正の相関を示した。
8．5 3つの要素と3つの観点に着目した相関
以上の36種類の組み合わせの相関を検討した結
果，異なる3つの要素と同じ観点の組み合わせの場
合，9種類の組み合わせのうち，6種類に中程度の
正の相関，3種類に強い正の相関が見られた。ま
た，3つの要素が同じか異なるかに関わらず，（B）
2012年と2016年の増減率と（C）2012年と2016年の
差の組み合わせの場合，9種類の組み合わせのう
ち，3種類に中程度の正の相関，3種類に強い正の
相関が見られた。
以上の組み合わせ以外には，中程度の正の相関が
ある組み合わせが2種類，強い正の相関がみられる
組み合わせが1種類あった。
9．まとめ
9．1 年別の記録数の増加と利用者の習熟度
年別の記録数を集計した結果，②レコードの個
数，③レコード内の細分化された行動の個数，④タ
イムスタンプの個数はいずれも2012年から2015年ま
では年ごとに増加し，2016年には減少に転じたこと
がわかった。利用者が行動記録ツールの利用を重ね
ることでツールの習熟度が増し，分類別行動や行動
の細分化，時刻の入力などの操作が向上したが，2016
年にはある程度の上限に達したと推察される。2016
年の分類別行動については，特に，「11主な仕事関
連」についての②レコードの個数，③レコード内の
細分化された行動の個数，④タイムスタンプの個
数，それぞれの減少が全体の個数の減少に最も影響
を与えた。
行動記録ツールの利用は現在も継続中であるた
め，利用年数に応じて年別に記録される情報の個数
がどの程度増減するか今後も確認したい。
9．2 記録された情報の3つの要素と3つの観点の
組み合わせについての相関
武市泰彦
― ８０ ―
行動記録ツールで記録した情報について，①集計
時間，②レコードの個数，③レコード内の細分化さ
れた行動の個数，の3つの要素を対象に，（A）そ
れぞれの数値，（B）それぞれの平均値に対する2012
年と2016年の増減率，（C）2012年と2016年の差，
の3つの観点の組み合わせから相関を取った。その
結果，異なる3つの要素と同じ観点の組み合わせの
場合，6種類に中程度の正の相関，3種類に強い正
の相関が見られた。また，3つの要素が同じか異な
るかに関わらず，観点（B）と観点（C）の組み合
わせの場合，3種類に中程度の正の相関，3種類に
強い正の相関が見られた。
今回の研究では，生活基本調査の中分類による15
分類について分析を行ったが，生活基本調査の小分
類による23分類や，被験者独自の分類による138分
類の行動，さらに微細な2342分類の行動について，
①集計時間，②レコードの個数，③レコード内の細
分化された行動の個数，の3つの要素を対象に分析
を行うことで，それぞれの行動の相関や関連性がさ
らに明確になると考えられる。
9．3 時系列でのパターンの抽出と行動の最適化
本研究での行動記録ツールは分類別行動を時系列
で記録しており，1日の生活時間のパターンを週
別，月別などの単位で平均化し可視化することが容
易である。
また，24時間という単位での行動のパターンに限
らず，数時間，数十分という単位で何らかの課題を
解決するための特定の行動を見出すという視点か
ら，細分化された行動のセットを特定の行動のパ
ターンとして取り出すことが可能である。
この場合，対象とする行動は時系列で記録され，
かつ，細分化された行動のセットから構成されてお
り，時系列で取り出された個々の行動について，有
用な行動か不要な行動に分類し，不要な行動を取り
除くことで最適化が可能となる。また，それらの行
動を時系列に見ることで，行動を効率的な時系列に
並び替え，行動のパターンを最適な順に再構成する
ことが可能となる。
このような手法で，特定の時間を要する行動パ
ターンを最適化することにより，同じ行動を後日行
う際に，最適化された行動パターンを参照し再利用
することで，行動の合理化が行えると考えられる。
今後の課題として，特定の行動のセットについて，
行動を複数回繰り返された場合に細分化された行動
の所要時間がどのように推移するかデータを収集
し，行動パターンの最適化がどのように可能となる
か検討してみたい。
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抄 録
一個人の24時間の生活行動を記録する場合，調査票やライフログアプリケーションを用いる方法
が一般的である。しかし，詳細な生活行動を対象とする場合，記録を分析する時点で，生活行動の
分類と時間の整合性の確認に多くの時間と労力が生じる。本研究の目的は，利用者が自身の詳細な
生活行動をリアルタイムに分類し，時系列で簡易に記録できるツールを開発することである。
開発した行動記録ツールは，使用前にユーザーの過去の生活行動から分類別行動を抽出する。抽
出した行動から1個ないし2個のキーワードで分類別行動を記述し，ユーザーに最適化した分類別
行動リストを作成する。リストから記録する行動をユーザーが選択することで，記録の効率化を図
る。
2012年から2016年までの5年間にわたり行動記録ツールを使用し，分類別行動の収集を行った。
分類別行動のそれぞれについて，1）集計時間，2）行動の個数，3）細分化された行動の個数，4）
時刻の個数，の4種のデータの分析を行った。
分析の結果，4種のデータのうち，2），3），4）については年別に漸次増加し，2012年と2016
年を比較した場合，それぞれ127．1％，137．1％，140．6％と増加した。分類別行動の年別推移につ
いては，1）集計時間と2）行動の個数の間には ｒ＝0．40の中程度の正の相関があった。また，1）
集計時間と3）細分化された行動の個数の間には ｒ＝0．42の中程度の正の相関があった。
これらの結果は，開発した行動記録ツールが一個人の生活行動をリアルタイムに分類し，時系列
での記録と時間の集計を支援する可能性を示す。
キーワード：リアルタイム，生活行動，時間計測，ライフログアプリケーション，日常管理，分類
別行動
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